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社協だより

ゆめ
－No.272－

主 な 内 容

令和3年度
岡谷市社会福祉大会 開催

　本年の岡谷市社会福祉大会は、11月 20日

（土）に長野県男女共同参画センター・あいと

ぴあにて、新型コロナウイルス感染症対策のた

めに規模を縮小し、開催いたしました。

　式典では、長年にわたり社会福祉事業に貢献

された方々に表彰状が、多額の寄付金・物品寄

付をいただいた方々には感謝状が贈呈されまし

た。

褒賞

長年ボランティア等で、地域福祉にご尽力を頂い
た方々を代表して、小口智達様にお受けいただき
ました。

岡谷市共同募金委員会会長表彰

共同募金に多額のご寄付をいただいた方々
を代表して、ＴＰＲ労働組合様にお受けい
ただきました。

感謝状

福祉基金に多額なご遺志金・ご寄付を賜りました
方々、またボランティアセンターへ善意の品物を
お寄せくださいました方々を代表して、岡谷市ダ
ンス協会様にお受けいただきました。

社会福祉事業協助者

長年地域福祉の向上に多大なご協力をいた
だきました方を代表して、小口かつみ様に
お受けいただきました。

謝辞

社会福祉事業特別功労
受賞の宮坂久雄様に受
賞者を代表して、お礼
のことばをいただきま
した。

社会福祉事業特別功労者

長年にわたり社会
福祉事業に貢献さ
れました方々を代
表して、宮坂久雄
様と小口裕子様に
お受けいただきま
した。

岡谷市社会福祉協議会の活動報告
　式典後に「支え合いの地域づくり」について、活動状況のご報告をしました。
　本年度、岡谷市社会福祉協議会では、岡谷市の生活支援体制整備事業の一環として、
２１の地区を対象に地域お宝探し講座を進めています。

　地域のお宝とは、日常の中の何気ない行動、
活動の中の「人との繋がりや支えあい、

ちょっとした気遣いなど」に着目し、それを
「地域の宝物」としています。

　日頃から地域、隣近所で行われてきている
散歩の時の声掛けや、畑仕事や野菜のお

裾分け、自分の趣味の活動など普段の行動が
健康づくりや仲間づくり、安否確認など

に繋がっていることもあるのではないでしょ
うか？

　そうした日頃の行動をみんなで出し合い、
その行動についてみんなで楽しく意味づ

けをしてみる、そんな和気あいあいとした場
です。そこから自分たちの住む地域の新

たな発見や地域の繋がりについて考えてみる
そんな内容となっています。
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福祉事業に貢献された個人・団体に表彰状・感謝状（敬称略）
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カラオケ大会が行われました。
　高齢者クラブでは、12 月 8 日（水） 長野県

男女共同参画センター「あいとぴあ」において

カラオケ大会を開催しました。

　46 名の方が思い思いの歌を披露しました。

　歌が終わると、大きな拍手が送られました。

　また、同じ地域の友人から花束を贈られてい

ました。

　ご家庭で不要になった福祉機器はありませんか？　まだ使える…　捨てるには 
もったいない…　という時にリサイクル事業をご利用ください。必要な方へ情報を
提供し役立てていただきます。

　《取扱品目》　　車いす・シルバーカー・歩行器・シャワーベンチ等

※原則として未使用または清潔で利用可能な状態のものをご提供ください。

　《リサイクル事業の流れ》　

　社協へ物品の登録をし、譲り受けたい方からの連絡を待ちます。
　連絡が来たら当人同士で交渉していただき、物品のやり取りをしていただきます。
※市社協への物品登録期間は３カ月間とし、その間、物品は自己管理となります。
　譲り受けたい方がいない場合もありますので、ご了承ください。

○シャワーベンチ
○シルバーカー

お譲りします。
詳細は、お電話または
ホームページをご確認
ください。

 福祉機器リサイクル事業をご利用ください!

　新型コロナウイルス感染拡大の影響を踏まえ、休
業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、緊急
小口資金等の特例貸付を実施しています。
　対象は　新型コロナウイルスの影響を受け、休業
等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計
維持のための貸付を必要とする世帯です。

　すでに緊急小口資金の特例貸付を利用され
た方も、新型コロナウイルスの影響を受け、
収入の減少や失業等により生活に困窮し、日
常生活の維持が困難となっている世帯は、総
合支援資金の貸付を利用できる場合がありま
す。

詳細は、岡谷市社会福祉協議会（ http://www.okaya-shakyo.or.jp/ ）または、
長野県社会福祉協議会（ http://www.nsyakyo.or.jp/ ）のホームページを御覧ください。

新型コロナウイルス　一時的な資金の緊急貸付に関するご案内

岡谷市高齢者クラブ連合 会

　【加入については】
ご自分のお住まいのクラブ役員さんにおたずね頂く
か岡谷市社協（クラブ事務局）までご連絡下さい。

ＴＥＬ　２４－２１２１（諏訪湖ハイツ内）

岡谷市高齢者クラブ入会のお誘い

あなたの入会を
みんなで

待っています！


